
様式第二号の人 (第人条の四の五関係 )
(第 1面 )

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画 書

2024Z手  6月  18 日

大 分 県 知 事  殿

陪
所
名

提

住

氏

協孝

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 097-534-4151(内線)300

(担当部署)安全品質環境部

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 梅林建設株式会社

事 業 場 の 所 在 地 大分市舞鶴町1-3-18

計 画 期 間 2024年4月 1日  ～ 2025年 3月 81日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 D06総合工事業

②事 業 の 規 模 完成工事額 :106億円【2022年度】(本社)

③従 業 員 数 204名 (2024年4月 1日 日寺点)(本社管轄 )

④産業廃棄物の一連
の処理工程

別紙の通り



(第 2面 )

産業廃葉物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃葉物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (2023年度)実績】

産業廃葉物の種類 別紙の通り

排  出 景 4,404.431 t t

①現状 に

・設計又は施王計画段階において、産廃の発生抑制を考慮したI法・
資材等を採用し

‐
ている。

・再使用できる梱色材の使用を求め、梱包ごみの発生を抑制している。

②計画

【日標】

産業廃棄物の種類 別紙の通り

排  出 量 2,756.510 t t

(ア)取組)

・計画段階から産廃の発生抑制を考慮に入れる。
・各業者には、資材過多等により産廃が計画以上に発生しないよう呼び

かけてVヽく。

産業廃棄物の分別に関する事項

て し

①現状
・分別している産業廃棄物 :廃石膏ボード、金属くず、廃プラ 他
・各会議にて、所長及び職員に産廃分別の教育を実施し、意識の底マヒげ

を図つている。

の の

・現場での分別を環境目標とし、更に産廃業者の処分方法を事前に調べる

ことで、適切なリサイクル方法をとる業者と契約することを徹底する。②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

つ

t t
産業廃棄物の

①現状 で に

産業廃棄物の種類

産 の 量
t t

②計画
る予 の

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の
t t

自ら中問処Frにより減量した
産業廃茶物の量

t t

①現状
これ し

【目標】

産業廃棄物の種類

の 量
t t

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

t t

②計画
る予 の



(第4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (    年度)実績】
産業廃乗物の種類

ら〕壮 又 は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

t t

①現状

【目標】

産業廃棄物の種類

海洋投入処分を行う t t

②計画 る予 の

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (2023年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙の通り

全 処 理 委 託 量 4,404.431 t t

認定処理業者への

処理委託量
Ot t

処理委託量
4,357,785 t t

へ の
Ot t

処 理

熱回収を行う業者への

処理委託量

Ot t

①現状

・処理内容を確認し、処理業者と適正な委託契約を締結する。
・現在使用している電子マニフェストの普及、拡大を図る。
t顧客指定が無い限り、極力電子マニフェスト導入業者を採用する。
・電子委託契約を採用し、普及、拡大を図る。



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙の通り

全 処 理 委 託 量 2,756.510 t t

Ot t

2,744.510 t t

Ot t

Ot t

の取組 )

・電子マニフェストの普及、拡大を図る。
・電子委託契約を積極的に採用し、普及、拡大を図る。
・分別回収を行うことで、再生利用の拡大を図る。

※事務処理欄



コンクリートがら 破砕 再生路盤材

男u紙  産業廃棄物の一連の処理の工程      No¬
(産業廃葉物の種類)     (中 間処理委託)  (リサイクル製品または最終処分委託 )

(選別被 )

(産業廃葉物の種類 ) (中間処理委託 )

No 2

(リサイクル製品または最終処分)

改良上建設汚泥 脱水

セメント原料堆肥化

乾燥

固化 最終処分 (埋立 )

破砕 カレットガラス・陶磁器くず

最終処分 (埋立 )

金属くず 破砕 製鋼原料

選別 非鉄原料

最終処分 (埋立 )

再生ポード石膏ボード

土壊改良材破砕

乾爆

最終処分 (埋立 )

アスコンがら 破砕 再生路盤材

強砕 RPF(燃料 )廃プラステック類

プラステツク製造原*半圧縮 固化

最終処分 (埋立 )

RPF(燃 料〉紙くず 圧縮 固化

古紙 (再生紙 )破砕

焼却

最終処分 (埋立 )

混含廃乗偽 破砕 チップ(燃料)

最終処分 (埋立 )

破砕 チップ木くず

焼却 バーク

最終処分 (埋立 )

再生路盛材その他がれき類 破砕

最終処分 (埋立 )

強砕 RPF(燃料 )機継くず

選別

圧縮 固化

最終処分 (埋立 )焼却最終処分 (埋立 )石綿含有廃棄物

最終処分(埋立)強砕、コンクリート回型化 最終処分 (埋立 )廃石綿等 (特管)
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